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は じ め に

「あんぱん」を見ましたか。食べ物の方ではありません。そうアンパンマンの作者とその妻をモ
デルとして戦前から戦後の激動の時代を描いた朝ドラです。今田美桜さんを見れることもあって初
めてちゃんと観た朝ドラ。１５分があっと言う間で、平日の楽しみの一つになりました。このドラマ
のモデルの生涯のテーマは『逆転しない正義』。戦前に正しいとされていたものが戦後には全く逆

・ ・ ・ ・ ・

になったことで揺るぎないものを求めたのです。
当センターはドラマの後編と時代を共にする昭和２６年の開所です。衣食住の欠乏、失業、インフ

レに加え衛生状態が悪化していた終戦直後からいくらか沈静化したものの多くの感染症やその後の
公害問題と健康にまつわる大きな事件に限られた施設や設備の中で悪戦苦闘しながら対応していた

・ ・ ・ ・ ・

諸先輩方の姿が目に浮かびます。対応できたのは揺るぎない使命として認識していたからです。
令和元年に発生した新型コロナにおいてもその姿勢は継続でき、必要な検査を実施できました。

この努力の成果で令和５年４月に改正地域保健法が施行し、①検査、②調査・研究、③研修、④情
報提供の４つの機能が明確に位置付けられました。常日頃の業務を充実させ、新たなパンデミック
の体制整備を図っているところです。

環境分野では「生物多様性」、「地球温暖化防止」の国際的な枠組みができましたが、もう一つ
の課題であるプラスチック問題は８月にスイス・ジュネーブで政府間交渉委員会（ＩＮＣ）が開催
されましたが今会合での合意を断念し、翌年以降の見通しも立たない状況です。今後もアンテナを
高くし世界の状況を見守りながら必要な業務の準備をしていくつもりです。

従前の業務に加え、ＰＭ２．５の県内発生源由来の推定、ＰＦＡＳやマイクロプラスチックの分析
により環境施策の科学的根拠として還元することや気候変動適応センター（研究部）として熱中症
対策、温暖化に伴い懸念される動物性・植物性自然毒の分析方法の検討、薬剤耐性問題のひとつと
して新たに百日咳のモニタリング、全国的な感染拡大が続くＳＦＴＳ、生物多様性の観点からは希
少種や特定外来生物の分布状況把握のための環境ＤＮＡ手法の取組など時代から求められているも
のを取り入れていきます。

また新たな取組として小学５、６年生を対象として夏休みに入った７月に「衛環研フェア」を開催
しました。募集を開始したところ瞬く間に定員５０名を超え対象者をやむなく抽選により決定した程
の人気で当県からのノーベル賞者誕生を楽しみにしています。

大分県の保健衛生と環境分野の科学的・技術的中核機関として、県民のみなさんに成果を分かり
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

やすく発信するなど県民に寄り添いながら、アンパンマンのように頼りにされる衛環研を目指して
まいります。

令和８年１月

大分県衛生環境研究センター
所 長 大 隈 滋
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